
提

出

者

末

松

義

規

平
成
十
四
年
二
月
十
四
日
提
出

質

問

第

一

九

号

東
京
都
国
立
市
大
学
通
り
に
位
置
す
る
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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東
京
都
国
立
市
大
学
通
り
に
位
置
す
る
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

東
京
都
国
立
市
大
学
通
り
に
位
置
す
る
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
問
題
（
明
和
地
所
が
建
設
）
に
つ
き
緊
急
を
要
す
る
と
考
え

る
。従

っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

建
築
基
準
法
三
条
二
項
の
解
釈
に
関
連
し
て
明
和
地
所
の
当
該
マ
ン
シ
ョ
ン
が
「
違
法
建
築
で
あ
る
」
と
の
司
法
の
判
断

が
二
度
（
平
成
十
二
年
十
二
月
二
十
二
日
・
東
京
高
裁
、
平
成
十
三
年
十
二
月
四
日
・
東
京
地
裁
）
に
わ
た
っ
て
出
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
、
特
に
平
成
十
三
年
十
二
月
四
日
の
行
政
裁
判
の
東
京
地
裁
の
判
決
で
は
、
違
法
建
物
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
上

で
、
「
そ
の
違
法
建
物
に
建
築
基
準
法
九
条
一
項
の
是
正
命
令
を
東
京
都
多
摩
西
部
建
築
指
導
事
務
所
長
が
発
し
な
い
こ
と

が
裁
量
権
を
逸
脱
し
て
違
法
で
あ
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

し
か
る
に
東
京
都
は
、
平
成
十
三
年
十
二
月
四
日
の
東
京
地
裁
の
判
決
に
対
し
、
都
議
会
の
場
で
の
答
弁
で
（
平
成
十
三

年
十
二
月
十
四
日
）
「
法
制
定
の
理
念
や
建
築
行
政
の
実
態
か
ら
乖
離
し
た
判
断
で
あ
る
」
と
同
判
決
を
批
判
し
つ
つ
、
違

法
建
築
物
で
あ
る
と
二
度
ま
で
司
法
判
決
を
出
さ
れ
た
同
マ
ン
シ
ョ
ン
に
対
し
検
査
済
証
を
発
出
す
る
と
と
も
に
、
控
訴
し

一



て
い
る
。

一
方
、
東
京
都
の
本
件
担
当
者
は
、
本
件
に
係
る
住
民
集
会
に
お
い
て
明
確
に
「
本
件
建
設
問
題
に
お
い
て
は
、
国
の
指

導
を
仰
ぎ
な
が
ら
進
め
て
い
る
」
と
明
言
し
て
い
る
。

本
件
に
つ
き
、
東
京
都
の
担
当
部
局
に
対
し
、
国
（
建
設
省
、
或
い
は
、
国
土
交
通
省
）
と
し
て
の
指
導
を
行
っ
た
事
実

は
あ
る
の
か
。
事
実
と
す
れ
ば
、
そ
の
際
、
建
築
基
準
法
三
条
二
項
の
解
釈
に
関
し
、
東
京
都
に
対
し
い
か
な
る
指
導
を

行
っ
た
の
か
。

さ
ら
に
、
現
在
ま
で
に
、
司
法
に
よ
り
二
度
に
わ
た
る
違
法
建
築
物
判
決
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
国
土
交
通
省
は
、
右
判

決
を
踏
ま
え
た
後
も
、
東
京
都
の
本
件
担
当
者
が
答
弁
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
同
判
決
は
法
制
定
の
理
念
や
建
築
行
政
の
実

態
か
ら
乖
離
し
た
判
断
で
あ
る
」
と
い
う
東
京
都
の
立
場
と
同
一
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
の
か
、
或
い
は
、
東
京
都
に
そ
の

ラ
イ
ン
で
指
導
し
た
の
か
。

二

何
時
取
り
壊
さ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
よ
う
な
違
法
建
物
を
明
和
地
所
は
販
売
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

善
意
の
第
三
者
が
購
入
し
て
、
そ
の
後
、
控
訴
審
で
取
り
壊
し
命
令
が
出
さ
れ
れ
ば
大
混
乱
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
予

想
さ
れ
る
。

二



こ
の
点
に
つ
き
東
京
都
の
担
当
部
局
か
ら
、
国
に
対
し
て
相
談
は
あ
っ
た
の
か
。

相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
指
導
を
し
た
の
か
。
ま
た
、
相
談
が
無
か
っ
た
場
合
、
善
意
の
第
三
者
が
極

力
、
損
害
を
受
け
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
も
行
政
の
責
任
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
国
は
、
東
京
都
に
対
し
て
、
何
ら
か

の
指
導
を
行
う
意
向
は
な
い
の
か
。

三

本
件
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
に
つ
い
て
は
、
以
前
、
私
は
当
時
の
中
山
建
設
大
臣
に
対
し
、
国
会
質
問
を
し
た
こ
と
が
あ
る

が
、
そ
の
際
、
下
記
の
趣
旨
を
強
調
し
た
と
思
う
。

す
で
に
地
区
計
画
が
公
告
・
縦
覧
中
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
と
か
ら
駆
け
込
み
申
請
さ
れ
た
建
築
確
認
行
政
の
あ

り
方
は
お
か
し
い
。

地
方
自
治
体
が
町
づ
く
り
の
観
点
で
様
々
な
要
綱
・
条
例
を
作
っ
て
い
る
が
、
建
築
確
認
の
実
務
上
、
そ
れ
ら
は
建
築
基

準
法
の
確
認
対
象
法
令
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
無
視
し
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
お
か
し
い
。
（
例
え

ば
、
国
立
市
の
景
観
条
例
、
東
京
都
の
紛
争
予
防
条
例
な
ど
も
業
者
は
無
視
し
て
も
建
築
確
認
が
下
り
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
）

こ
れ
ら
の
点
に
つ
き
、
現
在
の
国
土
交
通
省
の
見
解
は
ど
う
か
。

三



右
質
問
す
る
。

四


